
要望書

自民党総裁 安倍晋三殿

　私たちは、平和を希求し、あらゆる戦争を廃絶することを願っている市民の有志です。

　貴殿は、自民党総裁として、自衛隊イラク派遣先遣隊長・第一次復興業務支援隊長を務

めた佐藤正久氏を参議院議員候補者として推薦し、同氏は参議院議員として当選しまし

た。

　ところが、同氏は、参議院議員として登院早々、下記のとおり、ＪＮＮの取材に対し、

イラクでは、シビリアンコントロールを無視して違憲・違法な行為を行うつもりだった

旨発言しました。

　この発言は、厳格なシビリアンコントロールに服すべき自衛官としてあるまじきもの

であり、国政に関与する議員の発言としてはなおさら許し難いものであって、貴殿にお

かれましては、同氏に対し、直ちに議員辞職を勧告するよう要望いたします。

　なお、貴殿が佐藤氏に対して辞職を勧告しない場合には、貴殿及び自民党は、佐藤氏

の発言を肯定的に評価していると考えざるを得ません。そのことは、貴殿及び自民党が

現場の自衛隊にシビリアンコントロールを無視されても構わないと考えていることを意

味することになります。もし、貴殿及び自民党がそのように考えているのであれば、そ

れは非常に恐ろしい考え方であり、私たちは貴殿及び自民党の考え方について国内外の

世論に訴えていく所存です。

　また、佐藤正久議員に宛てた公開質問状を同封しますので、同質問状記載の質問事項

をよくご検討の上、ご判断いただきたいと存じます。

記

「駆けつけ警護」認めるべきで一致（TBS News：動画あり、2007.8.10）

　集団的自衛権に関する政府の有識者会合はＰＫＯ＝国連平和維持活動を行う自衛隊に

対して、憲法上できないとしてきた「駆けつけ警護」を認めるべきだ、という意見で一

致しました。

　ＰＫＯ活動の際の武器使用は、正当防衛や緊急避難などの場合に限られていますが、

10日の会議では国連の集団安全保障の問題としてとらえるべきだとする意見で一致しま

した。

　その上で、正当防衛を超えるとして憲法違反とされるいわゆる「駆けつけ警護」は認

めるべきだとする意見が相次ぎました。これは、味方である他国の軍隊が攻撃された場

合、駆けつけて応戦するものです。

　こうした事例について、イラクに派遣された陸上自衛隊の指揮官だった佐藤正久氏は、

当時現場では、事実上の「駆けつけ警護」を行う考えだったことをＪＮＮの取材に対し



て明かしました。

　 「自衛隊とオランダ軍が近くの地域で活動していたら、何らかの対応をやらなかった

ら、自衛隊に対する批判というものは、ものすごく出ると思います」（元イラク先遣隊長

　佐藤正久・参院議員）　

　佐藤氏は、もしオランダ軍が攻撃を受ければ、「情報収集の名目で現場に駆けつけ、

あえて巻き込まれる」という状況を作り出すことで、憲法に違反しない形で警護するつ

もりだったといいます。

　「巻き込まれない限りは正当防衛・緊急避難の状況は作れませんから。目の前で苦しん

でいる仲間がいる。普通に考えて手をさしのべるべきだという時は（警護に）行ったと

思うんですけどね。その代わり、日本の法律で裁かれるのであれば喜んで裁かれてやろ

うと」（元イラク先遣隊長　佐藤正久・参院議員）　

　懇談会は11月までに集団的自衛権の行使を容認する提言をとりまとめると見られま

す。しかし、公明党が反対している上、参院選の惨敗で安倍総理の求心力が低下してお

り、報告書は棚上げせざるを得ないという見方が強まっています。


